
　

周
知
の
よ
う
に
、
米
は
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

と
並
ん
で
世
界
三
大
穀
物
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ

し
、
世
界
の
米
の
生
産
量
は
年
間
約
六
億
ト
ン
弱

で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
国
際
市
場
で
の
取
引
量

は
わ
ず
か
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
程
度（
精
米
ベ
ー
ス
）

で
あ
り
、
生
産
量
の
わ
ず
か
五
％
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
と
消
費
は

世
界
的
に
広
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

米
は
生
産
も
消
費
も
そ
の
九
〇
％
が
ア

ジ
ア
地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
コ
メ
問
題
に
関
す
る
多

数
の
論
著
を
大
別
す
れ
ば
、
特
定
の
国

や
地
域
の
米
政
策
を
分
析
す
る
も
の
と
、
稲
作
の

経
営
と
技
術
問
題
を
中
心
に
論
ず
る
も
の
と
い
う

二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
本

書
は
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
「
世
界
の
米
生
産
と

米
貿
易
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
世

界
的
視
野
で
ア
ジ
ア
の
主
食
で
あ
る
コ
メ
を
捉
え
、

稲
作
の
歴
史
だ
け
で
は
な
く
、
米
の
国
際
商
品
と

し
て
の
実
態
お
よ
び
主
要
産
米
国
の
生
産
、
消
費

の
現
状
を
解
説
し
て
い
る
の
が
特
色
と
言
え
る
。

　

本
書
は
七
章
構
成
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
大
き

く
以
下
の
三
つ
の
部
分
に
区
分
で
き
る
。

　

第
一
の
部
分
は
、
第
一
章
「
米
と
稲
作
」、
第
二

章
「
灌
漑
と
稲
作
」、
第
三
章
「
精
米
機
と
精
米
」

の
三
つ
の
章
か
ら
な
り
、
こ
の
部
分
で
は
ア
ジ
ア

地
域
を
中
心
に
稲
作
生
産
技
術
の
歴
史
を
総
括
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
の
生
産

拡
大
過
程
に
つ
い
て
、①
高
収
量
品
種
の
開
発（
緑

の
革
命
）、②
灌
漑
施
設
の
発
達（
稲
作
シ
ス
テ
ム
）、

③
機
械
化
（
特
に
収
穫
作
業
）
と
い
う
三
つ
の
点

を
上
げ
な
が
ら
分
析
を
行
っ
て
い
る
。著
者
は「
ア

ジ
ア
型
小
農
論
」
に
基
づ
き
、
稲
作
の
機
械
化
は

省
力
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
単
収
の
増
加
を
も
た

ら
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
最
終
的
に
は
稲
作

の
コ
ス
ト
上
昇
要
因
と
な
り
、「
歓
迎
す
べ
き
か
否

か
微
妙
な
問
題
」
と
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。

　

第
二
の
部
分
は
、
第
四
章
「
貿
易
と
取
引
」、
第

五
章
「
仲
介
業
者
と
貿
易
業
者
」、
第
七
章
「
一
九

九
〇
年
代
の
米
貿
易
」
と
い
う
三
つ
の
章
か
ら
な

る
。
こ
の
部
分
で
は
、
米
貿
易
の
特
殊
性
、
米
の

国
際
取
引
の
歴
史
、
米
貿
易
の
現
状
等
に
つ
い
て
、

も
っ
ぱ
ら
ア
メ
リ
カ
商
務
省
や
農
務
省
海
外
農
業

局
の
資
料
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

タ
イ
の
米
輸
出
業
者
協
会
（����

����
）、
欧
米
の
主

要
な
貿
易
業
者
、
中
国
糧
油
食
品
輸
出
入
総
公
司

な
ど
の
大
手
貿
易
業
者
の
業
務
仕
組
み
の
紹
介
と

合
わ
せ
て
、
米
の
国
際
取
引
手
法
を
実
務
レ
ベ
ル

で
解
説
し
て
い
る
。

　

第
三
の
部
分
は
、
第
六
章
「
各
国
の
政
策
」
で

あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
世
界
の
主
要
米
生
産
国

の
二
〇
カ
国
を
中
心
に
、
そ
の
生
産
、
流
通
お
よ

び
コ
メ
農
政
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

そ
こ
で
著
者
が
最
も
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
の
は

中
国
と
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
八

頁
を
使
っ
て
こ
の
世
界
最
大
の
米
生
産
国
の
生
産

と
流
通
状
況
を
分
析
し
、
中
国
の
米
需
給
の
不
安

定
性
と
国
際
市
場
に
与
え
る
影
響
を
指
摘
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
五
頁
を
使
っ
て
そ
の

官
民
協
調
型
の
米
政
策
と
様
々
な
輸
出
制
度
を
紹

介
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
に
つ
い
て

は
、
三
頁
で
米
の
流
通
管
理
制
度
、
生

産
調
整
お
よ
び
市
場
開
放
問
題
等
を
紹

介
し
て
い
る
。

　

本
書
は
事
実
の
分
析
が
主
な
内
容
で

あ
り
、
結
論
に
至
る
過
程
で
も
う
少
し

統
計
的
な
裏
付
け
が
ほ
し
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
も

多
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
米
の
生
産
、

消
費
か
ら
遠
く
離
れ
た
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
育
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
統
計
デ
ー
タ
よ
り
も
、「
ま

ず
事
実
を
」
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
流
の
考
え
方
の
影

響
で
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
は
世
界

の
米
市
場
構
造
と
各
国
の
米
生
産
と
貿
易
実
態
、

さ
ら
に
は
稲
作
の
歴
史
を
平
易
に
解
説
し
て
お
り
、

今
日
の
世
界
の
米
事
情
を
知
る
格
好
な
書
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

（
一
九
九
九
年
八
月
、一
六
八
頁
、二
、〇
〇
〇
円
）

（
章　

政
）
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